
※この報告書は、なごや環境大学のウェブサイト上に記録として掲載されます。

講座番号 B-49 講座名

記載日 R3.4.14 団体名・企業名

〈 企画・運営者の声 (感想) 〉(350字程度)

コロナウイルス対策を充分に努力したが、参加者への2週間前の健康状態の事前確認、使用物の消毒作業等が大

変でした。

当日使用する資料は講師と打ち合わせを重ねた結果、素晴らしい内容となりました。

当日の運営はスムーズに行え、参加者が楽しみながら頑張って採取したおかげで、近年では珍しい「アリアケモ

ドキ」と採取場所では珍しい「トビハゼ」を採取することができました。

〈 受講者の声(実感した反応及びｱﾝｹｰﾄより) 〉(3～5点、計350字程度)

・トビハゼが実際に名古屋で生息していて、飛んだり岩にくっついているのが見れて嬉しかった。

・いろんなカニの特徴を知ることができました。

・スタッフの皆さんが親しみやすく、そしてわかりやすく説明してくれました。体験型の講座で楽しく学べまし

た。

・初めての参加でしたが、また参加したいと思います。ありがとうございました。

写真を添付してください
写真１

写真を添付してください
写真２

※写真１の説明 ※写真２の説明

事業実績報告書

青空遊園 冬眠前のカニにチャレンジ！

川ナビ歩こう会

〈講座全体の概要〉(300字程度)

藤前干潟の生態系と生物の多様性をカニ類を通して学ぶ。

藤前干潟のカニ類を調査しつくした講師を招き、当会が作成した資料を使用して生態系と生物多様を学ぶ。

川の終点と海の始発点という干潟の特性をプラスチックごみを通して学ぶ。

様式２

(2020年度)
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●団体紹介　　　　　

連絡担当者 ウェブサイト

TEL FAX

E-mail 携帯電話

 

講座名 開催日 10月4日 日

講師名 参加人数 名

講座名 開催日 10月11日 日

講師名 参加人数 名

講座名 開催日 10月18日 日

講師名 参加人数 名

講座名 開催日

講師名 参加人数 名

川の終点・海の始発点の藤前干潟の自然環境をカニを通して学びます。

漂着ゴミについても学びます。

カニの魅力と秘密を学ぶ！

三重自然誌の会_上野淳一/RACｲﾝｽﾄﾗｸ

ﾀｰ_佐藤輝彦
30

屋外学習で集めたカニ類について、特製資料を使って学びます。干潟の生態系、

生物多様性に注目し、漂着ゴミとカニ類との関係も学びます。

30

藤前干潟のカニと闘い、カニの秘密と謎を知る！

漂着ゴミについても学びます。

ヤマトオサガニはなぜヤマトでオサなのか？

三重自然誌の会_上野淳一/RACｲﾝｽﾄﾗｸ

ﾀｰ_佐藤輝彦
30

第一回

内容

●講座開催情報                      

チゴガニダンスを知ってるか？

三重自然誌の会_上野淳一/RACｲﾝｽﾄﾗｸ

ﾀｰ_佐藤輝彦

川ナビ歩こう会は庄内川流域の歴史・文化・自然・環境等の魅力を再確認して発信することを目標に活動してい

ます。

夏から秋には「川に学び、川を楽しむ！」を目標に川の中で活動しています。

団体所在地

佐藤輝彦

なし

kawa.nabi1105@gmail.com

名古屋市北区安井2-14-14

なし

なし

070-2226-3816

〈団体・企業の簡単な紹介・PR〉(150文字程度)

〒462-0023

第二回

内容

第三回

内容

第四回

内容
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